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要 約

候補種雄牛を雄子牛から選抜するため、社団法人全国和牛登録協会の定める産肉能力

検定（直接法）を実施した。

１ 平成 21 年度には 16 頭の直接検定を実施し、そのうち 12 頭の検定が終了した。

２ 検定終了牛の平均 DG は、1.14kg、平均得点は 82.6 点であった。

３ 検定成績、血統、体型等を総合的に評価した結果、「美咲鶴」、「利盛」、「新

祝詞」、「沢利姫」を候補種雄牛として選抜した。
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緒 言

和牛経営においては、繁殖雌牛の産肉性及び種

畜性の改良が大きなウエイトを占めており、優良

種雄牛の作出が急務である。

そこで、県内優良雌牛から生産された産肉性及

び種畜性の優れた雄子牛について、増体性、飼料

効率及び種畜性を判定するため、産肉能力検定

（直接法）を実施した。

材料及び方法

１ 検定牛

肉用牛広域後代検定推進事業により認定され

た基礎雌牛等の産肉能力育種価の高い繁殖雌牛

から生産された雄子牛について産子調査を実施

し、発育状況等の優れたものについて検定牛と

して選抜した。

平成 21 年度検定実施の検定牛は表１に示

したとおりで、父牛別にみると「花茂勝２」の

産子が４頭、「平鶴」の産子が４頭、「利花」

の産子が２頭、「沢茂勝」の産子が２頭、「茂

洋」の産子が２頭、「勝福茂」の産子が１頭、

「糸藤（岡山）」の産子が１頭の計１６頭であ

った。

また、平成 21 度検定終了したものは、平

成 20 年度開始分が５頭、平成 21 年度開始分が

７頭の計１２頭であった。なお、表２に検定牛

の産肉形質に係る期待育種価を示した
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２ 検定方法

検定方法は、社団法人全国和牛登録協会の定

める和牛種雄牛産肉能力検定法（直接検定）に

準拠し、次のとおり実施した。

（１）検定開始月齢：6～ 7カ月齢

（２）検定期間：112 日間

（３）検定飼料及び給与方法

濃厚飼料：直接検定用飼料を体重比 1.0

～ 1.3 ％制限給与

（DCP 12.5% TDN 70.5%）

粗飼料 ：チモシー乾草を飽食
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３ 検定調査項目

１日当たり平均増体量（DG）、365 日齢補正

体重、飼料摂取量、体重（２週間毎）、各部位

測尺（４週間毎）、終了時審査得点

検定成績

平成 21 年度に検定が終了した１２頭について、

検定成績を表３に示した。

１ 増体量

１日当たりの平均増体量は、最高 1.60kg

「野土路蔓７４」、最低 1.04kg「新藤良」、

平均 1.23kg であった。

また、 365 日齢補正体重は、最高 483kg「新

祝詞」、最低 388.0kg「勝鶴」であり、平均で

422.88kg であった。

２ 飼料摂取量及び粗飼料摂取率

飼料摂取量の内、蛋白質関連は CP で表示さ

れ、「野土路蔓７４」が最高で 112kg であり、

最低は「茂福」の 87kg で、平均は 98.17kg で

あった。また、飼料摂取量の内 TDN は、最高が

「沢利姫」の 615kg で、最低は「哲多 20117」

の 516kg であり、平均は 568.25kg であった。

また、粗飼料摂取率は、最高が「哲多

20117」で 58 ％、最低が「新藤良」、「大鶴

山」の 50 ％であり、平均は 53.17 ％であった。

３ 終了時の発育及び審査得点

終了時の体高の最高は 130.2cm の「野土路蔓

74」で、最低は「勝鶴」の 119.4cm であり、平

均は 124.38cm であった。社団法人全国和牛登

録協会の定める和牛発育標準（雄）に基づく発

育判定では「5-(4)」が 2頭、「4-(5)」が 4頭、

「3-(5)」が 6 頭であり、概ね良好な成績であ

った。

また、審査得点は、最高が「沢利姫」の

84.0 点で、最低 81.1 点が「大鶴山」であり、

平均は 82.55 点であった。

４ 候補種雄牛の選抜

岡山県和牛改良委員会において、直接検定成

績、血統及び体型等の結果を総合的に協議した

結果、「美咲鶴」、「利盛」、「新祝詞」及び

「沢利姫」を候補種雄牛として選抜した。
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